
平成２１年度　茨城港（常陸那珂港区） 事業概要

国土交通省　鹿島港湾・空港整備事務所

　最新鋭の国際海上コンテナターミナルを有する中核国際港湾として発展する常
陸那珂港は、栃木県を経て群馬県に至る北関東自動車道の整備と併せ、東西方向
の新しい物流ルートを形成し、北関東を中心とした首都圏における物流の合理的
再編と発展に大きく貢献していくものと期待されています。
　北関東自動車道の全区間が開通すると、常陸那珂ICから栃木県宇都宮市ま
で約1時間10分、群馬県高崎市までは約2時間で結ばれます。
（平成20年度12月に東北自動車道路まで開通完了、平成23年度に関越自動車
道路までの区間が開通予定）

平成２１年度の整備方針
 
●港内静穏度向上
　　船舶の荷役が行いやすい静穏な港を造るため、防波堤の整備を継続して
　行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２１年度　直轄事業費　　　3,280百万円
 

平成２１年２月撮影

国土交通省　関東地方整備局　鹿島港湾・空港整備事務所
　　　 　Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism. Kanto Regional Development Bureau.

　　　 　Kashima Port and Airport Construction office.

　　　 　TEL 0299－84－7711    FAX 0299－82－1673
　　　 　http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２１年４月）

平成２１年度のトピックス

　●岸壁(-9m)供用開始
　　平成２０年度に完成した岸壁(-9m)の供用開始が予定されており、港湾貨物
　　輸送の効率化が期待されます。

※茨城県土木部港湾課
　Ports of Ibakaki 2009より抜粋



常陸那珂港の沿革
1983(昭和58)年　重要港湾に指定される、起工式
1993(平成5) 年　北ふ頭地区着工
1998(平成10)年　北ふ頭地区内貿バース供用開始
　　　　　　　   第1船入港
2000(平成12)年　北ふ頭地区外貿バース供用開始
　　　極東ロシア定期航路開設
　　　韓国定期コンテナ航路開設
      韓国・中国定期コンテナ航路開設
　　　北米定期RORO航路開設
　　　欧州定期RORO航路開設
2001(平成13)年　中央ふ頭地区本格着工
　　　　　　　　 関税法に基づく開港となる。
　　　　　　　　 苫小牧港との定期RORO航路開設
2002(平成14)年  中国華南定期コンテナ航路開設
2003(平成15)年　常陸那珂火力発電所本格稼動開始
2004(平成16)年  北米定期コンテナ航路開設
2006(平成18)年　中央ふ頭耐震強化岸壁(-7.5m)供用開始
2007(平成19)年  京浜定期RORO航路開設

常陸那珂港区

常陸那珂港出張所

常陸那珂港の港湾空間の規模(平成18年3月)
  港湾区域 2,232ha

　臨港地区 340ha

入港船舶隻数(平成19年)
  916隻




